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写真 3 地震学セミナーの様子 
５.今後の展開と問題点
次世代型稠密地震観測計画の観測点を使った
教育プログラムを現在、京都府・鳥取県の小学校
２校で実施しているが、京都府の小学校が２月に
阿武山観測所で課外授業をすることとなった。今
写真４ 模型の説明を聞く子供たち
回は教育プログラムの縁もあり実現したが、今後
サイエンス・ミュージアム化構想の中で別の小学
校にも課外授業を行う可能性も出てくるので、今 
回の企画を誰にでも提供できる１つのパッケー
ジとしてプログラムを思案中である。また展示案
内も小学生には難しく、不親切な部分が多いため、
案内の整備も２月に向けて進めている。
その他、阿武山観測所では現在オープンラボの
他、月１回の見学会を予約制で実施しているが、
オープンラボの開催とともに、見学会への参加者
も増えてきたため、今後見学日を増やすことも検
討していくとともに、スタッフが少ないため、観
測所の案内ができるボランティアを募集・養成し
ていくことも来年度以降への課題である。
図１  オープンラボ第３回のチラシ
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